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１．研究計画の概要 

森林、河川、湿地、干潟など、様々な生態
系の自然再生が全国各地で議論されるよう
になってきた。しかし、一方でなぜある地域
から自然再生を実施するのか、といった質問
に対して、行政側の理由以外、自然科学的も
しくは社会科学的に明瞭な答えを導き出し
てはいない。研究グループは、日本の自然再
生事業や環境アセスメント、ミチゲーション
が、未だ計画論的にも技術論的にも未成熟に
ある理由の一つが、この問いに答えることの
できる調査・計画論が確立されていないこと
だと考えている。こうした観点から、①100 
km2 ～1000 km2オーダーの空間サイズを意味
する地域スケール(Regional Scale)のデータ
ベースならびに広域景観評価の解析手法を
開発する、さらに②個々の生態系の現状を評
価する考え方や手法を開発する、そして③劣
化した生態系を復元するための技術（工法）
や社会的システム（法制度、合意形成）を確
立する、ことを目的として研究を実施する。 
 
２．研究の進捗状況 
 広域の景観評価については、森林や河川、
そして氾濫原について、その方法論がほぼ完
成し、これらを書籍や論文を通じて発表した。
この中には、リファレンスとの乖離度で、現
存する生態系の健全性を評価する方法も含
まれている。また、こうした評価をもとに、
住民との議論を踏まえ、いかに協働して地域
資源管理計画を組み立てていくかについて
も知見が得られた。劣化した生態系を修復す
る技術とその評価については、森林（里山を
含む）ならびに河川生態系について、多くの
成果を生んだ。特に河川水辺を中心に河畔林の

構成種、コウモリ類、底生動物、魚類、両性類の

ハビタット解析、指標種の選定の考え方や生息環

境の評価方法、自然再生の進め方などについて検

討し、論文として発表した。さらに事業評価の方

法として、事業の事前事後ならびに事業区と
対照区の比較を行うことのできる BACI デザ
インを採用し、個別技術の評価を科学的に行
った。森林再生については、風倒後の残渣を
残しながら森林再生を行う技術の重要性を、
既存の施業方法との比較から明らかにした。
また、緑化における外来種の問題を総括し、
表土マットを用いた新たな技術を確立した。
また、これまで、生態系評価としてあまり試
みられることがなかった都市生態系の役割
についても総論をまとめた。社会的合意形成
については、釧路湿原流域と知床世界自然遺
産区域を事例にアンケート調査がなされ、利
用者は利用調整地区制度の導入に肯定的で
あることが明らかになった。 
 
３．現在までの達成度 
 研究は、②おおむね順調に進展していると
考えている。広域評価の考え方については、
日本であまり実施されてこなかったリファ
レンスサイトとの比較による方法を、ほぼ確
立した。また、個別修復技術については、そ
の考え方や方法論も多岐にわたるが、整理す
る段階まできた。社会制度や経済的評価につ
いては、地域の意見を集約する方法や意思決
定プロセスについて明らかにできた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
広域の景観評価については、生物多様性な

らびに生態系機能の観点から整理する必要
があると思っており、今年、まとめる方向で



総括を進める。また、社会的合意や制度につ
いても、釧路湿原と知床での結果をまとめ、
今後のあるべき姿を提言したい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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